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御
　
挨
　
拶

小
國
神
社
宮
司
　
打
田
文
博

つ
い
先
日
新
年
を
迎
え
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
早
三
月
、
時
の
流
れ
の
ス
ピ

ー
ド
ば
か
り
を
実
感
す
る
毎
日
で
す
。
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
々
様
に
は
、
充
実
し

た
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

何
か
と
明
る
い
話
題
の
少
な
い
昨
今
で
す
が
、
本
年
は
紀
宮
清
子
内
親
王
殿
下

の
御
成
婚
の
年
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
は
内
外
と
も
に
数
多
く
の
天
災
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
中
越
地
震

に
よ
り
罹
災
さ
れ
た
多
く
の
お
社
と
氏
子
の
皆
さ
ん
、
ま
た
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国

の
津
波
に
よ
る
被
害
に
合
わ
れ
た
方
々
に
は
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
社
で
は
、
お
陰
様
で
特
に
被
害
は
な
く
安
堵
致
し
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
、
同
時
に
東
海
地
震
に
対
す
る
不
安
も
一
層
強
ま

っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
世
相
は
と
言
え
ば
「
家
族
間
の
殺
人
」
や
「
少
年
犯
罪
」
お
よ
そ
人
間

の
仕
業
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
「
残
虐
な
事
件
」
が
多
発
し
、
そ
こ
に
は
人
と
し

て
の
理
性
な
ど
か
け
ら
も
な
く
、
何
か
人
間
は
悪
い
方
向
に
進
化
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
子
供
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
早
急
に
手
を
打
た
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
時
あ
た
か
も
国
政
の
場
で
、
教
育
基
本
法
の
改
正
や
「
ゆ
と
り
教

育
」
の
見
直
し
が
政
治
日
程
に
あ
が
り
、
活
発
な
動
き
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

勉
強
が
出
来
な
い
事
ま
で
個
性
と
大
人
が
は
き
違
え
た
り
、「
個
性
の
尊
重
」
と
言

う
名
の
「
個
人
主
義
」
に
走
っ
た
結
果
、
国
家
や
伝
統
な
ど
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
、
正
し
く
理
解
出
来
な
い
等
、
人
間
形
成
の
基
本
か
ら
遣
り
直
し
子
供
た
ち
を

救
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
改
正
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
平
成
十
七
年
、
小
國
神
社
は
御
鎮
座
「
一
四
五
〇
年
」
の
佳
節
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
た
本
年
は
日
露
戦
争
勝
利
百
年
、
終
戦
六
十
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
節
目
の
年
は
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
の
年
に
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

当
社
で
は
、
一
四
五
〇
年
を
奉
祝
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
様
々
な

事
業
を
展
開
し
、
大
神
様
の
一
層
の
御
加
護
を
戴
く
べ
く
努
め
て
ま
い
り
た
く
存

じ
ま
す
。

←
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どんど焼（1月16日）

奉納の大絵馬

静岡県無形民俗文化財指定・田遊び神事（1月3日）

手釿始神事（1月11日）

平成17年　正月の点描

元旦の社頭

そ
こ
で
昨
年
、
小
國
神
社
崇
敬
の
基
礎
と
な
る
「
小
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会
」
を

設
立
し
、
会
長
に
は
鈴
木
覺
様
に
御
就
任
賜
り
ま
し
た
。
鈴
木
会
長
は
浜
松
市
に

於
て
創
業
九
十
二
年
の
老
舗
、
鈴
覚
株
式
会
社
の
社
長
で
あ
ら
れ
、
ま
た
鈴
木
家

は
敬
神
の
念
篤
く
古
く
か
ら
小
國
神
社
を
お
さ
さ
え
い
た
だ
い
た
お
家
柄
で
、
御

母
堂
様
は
月
参
り
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
当
社
に
と
っ
て
最
も
相
応
し
い
会
長
を
い

た
だ
き
感
謝
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
記
念
事
業
の
募
財
組
織
と
し
て
、「
小
國
神
社
御
鎮
座
一
四
五
〇

年
記
念
事
業
募
財
委
員
会
」
を
設
立
し
委
員
長
に
鈴
木
三
千
雄
様
（
責
任
役
員
）

に
御
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
記
念
事
業
の
主
な
も
の
は
、「
舞
殿
・
舞
楽
舎
の
お
屋
根
替
え
（
檜

皮
葺
）」
と
「
斎
館
・
参
拝
者
休
憩
所
の
改
築
と
社
務
所
の
移
転
」
で
、
こ
れ
ら
の

事
業
は
申
す
ま
で
も
な
く
小
國
神
社
の
悠
久
の
発
展
を
願
い
次
代
に
つ
な
ぐ
事
業

で
あ
り
ま
す
。
各
位
の
御
理
解
と
格
別
な
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
何
方
様
に
も
大
神
様
の
御
加
護
が
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
御
祈

念
申
し
上
げ
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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小
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会

会
長
就
任
の
御
挨
拶

平
成
十
七
年
は
遠
江
國
一
宮
と
し

て
古
来
よ
り
崇
敬
を
集
め
て
お
ら
れ

ま
す
小
國
神
社
が
、
御
鎮
座
一
四
五

〇
年
と
い
う
佳
節
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
御
同
慶
の
至
り
に
存
じ

ま
す
。

旧
臘
、
弊
社
に
打
田
宮
司
様
が
お

訪
ね
い
た
だ
き
一
四
五
〇
年
の
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
崇
敬
奉
賛
会

を
設
立
し
た
旨
の
お
話
を
伺
い
、
さ

ら
に
私
に
対
し
会
長
就
任
の
御
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

大
変
光
栄
な
事
と
は
存
じ
な
が
ら

も
、
そ
の
器
で
は
な
い
事
も
自
覚
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
宮
司
様
か
ら

の
強
い
御
要
請
と
先
代
か
ら
の
深
い

御
縁
も
あ
り
、
お
引
き
受
け
致
す
事

と
致
し
ま
し
た
。
ひ
と
た
び
、
お
引

き
受
け
し
た
以
上
は
、
諸
先
輩
を
は

じ
め
崇
敬
者
各
位
の
御
理
解
、
御
協

力
に
よ
り
、
会
長
の
責
務
を
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
何
卒
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
こ
の
度
の
記
念
事
業
は
、
崇

会
長鈴

木
　
覺

敬
奉
賛
会
の
設
立
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
舞
殿
・
社
務
所
の
改
築
な
ど
三

期
に
亘
り
進
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、

と
り
わ
け
参
拝
者
休
憩
所
の
改
築
は
、

本
会
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
あ
り
が

た
い
事
業
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
崇
敬
奉
賛
会
の
目
的
は
、

神
社
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
般
の
記
念
事
業
に

対
す
る
奉
賛
は
、
会
の
活
動
に
も
っ

と
も
ふ
さ
わ
し
い
事
と
存
じ
ま
す
。

小
國
神
社
の
悠
久
の
歴
史
を
考
え

ま
す
時
、
一
四
五
〇
年
は
あ
く
ま
で

も
通
過
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
神
社
は
、
先
人
の
篤
い
信
仰
と
努

力
に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
、
一
方
我
々

崇
敬
者
は
、
神
の
御
加
護
に
よ
っ
て

日
々
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
浮
き
沈
み

の
絶
え
な
い
経
済
界
に
身
を
置
く
一

人
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
年
に
一
度
伊

勢
の
神
宮
に
も
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
た
び

に
、
お
参
り
出
来
た
喜
び
と
感
謝
の

豊
か
な
気
持
ち
に
ひ
た
れ
る
一
時
が

あ
り
ま
す
。

時
局
は
激
動
す
る
世
情
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様

に
は
、
崇
敬
奉
賛
会
の
発
展
と
、
此

度
の
記
念
事
業
に
対
し
ま
す
絶
大
な

る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
会
長
就
任
の
御
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

節
分
祭
の
斎
行

二
月
三
日
（
木
）
午
後
二
時
よ
り
節
分
祭

を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

本
年
は
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
レ
ス

リ
ン
グ
五
十
五
キ
ロ
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
吉

田
沙
保
里
選
手
を
お
招
き
し
、
年
女
役
と
し

て
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
紋
を
身
に
ま
と
い
、
九
十
四
名
の
年
男

役
・
年
女
役
の
方
々
と
共
に
、
拝
殿
の
外
ば

め
を
柳
と
梅
の
枝
で
作
っ
た
笞
で
た
た
く
追

儺
神
事
や
豆
撒
き
神
事
に
続
き
、
年
男
役
・

年
女
役
の
弥
栄
を
祈
願
す
る
宝
槌
打
振
神
事
、

大
声
で
笑
い
厄
災
を
祓
う
福
笑
い
神
事
を
ご

奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
の
豆
撒
き
式
で
は
、
集
ま
っ

た
大
勢
の
参
拝
者
か
ら
の
歓
声
や
声
援
に
、

笑
顔
で
手
を
振
っ
て
お
応
え
に
な
り
、
ま
た

節分祭・豆撒き式（2月3日） 金メダリスト・吉田沙保里さん（右）

豆
撒
き
式
終
了
後
も
参
拝
者
と
記
念
撮
影
に

気
軽
に
応
じ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
お
人
柄
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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紀
元
節
祭
の
斎
行

二
月
十
一
日
は
、
神
武
天
皇
が
東
征
を
成

し
遂
げ
御
即
位
さ
れ
国
を
治
め
ら
れ
た
日
で
、

全
国
の
神
社
を
始
め
各
地
で
建
国
を
記
念
す

る
行
事
や
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
小
國
神
社

で
は
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
氏
子
内
各
地
区

三
ヶ
所
よ
り
子
供
会
を
中
心
に
約
三
百
名
程

が
国
旗
を
手
に
持
ち
横
段
幕
を
掲
げ
て
奉
祝

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
冷

え
込
み
も
厳
し
く
冷
た
い
風
が
吹
き
つ
け
る

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
子
供
達
や
参
加
者

達
は
元
気
よ
く
神
社
に
向
け
て
歩
き
ま
し
た
。

神
社
で
は
拝
殿
に
て
紀
元
節
祭
が
斎
行
さ
れ
、

祭
典
に
参
列
後
、
拝
殿
前
に
て
建
国
記
念
奉

祝
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
氏
子
青
年

会
の
奉
仕
に
よ
る
餅
つ
き
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

が
催
さ
れ
、
黄
奈
粉
餅
を
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ

う
ば
る
姿
や
ゲ
ー
ム
の
景
品
を
手
に
大
喜
び

す
る
姿
な
ど
が
見
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
建
国
の
日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。建国記念奉祝式典

奉祝　餅つき大会 静岡県議会　奥之山　隆 議長のご祝辞

”お
屋
根
替
“
の
檜
皮
取
り
は
じ
ま
る

舞
殿
・
舞
楽
舎
お
屋
根
替
え
工
事
の
檜
皮

採
取
作
業
が
、
兵
庫
県
の
職
人
大
野
豊
氏

（
檜
皮
採
取
選
定
保
存
技
術
保
持
者
）
外
三
名

に
て
本
年
一
月
初
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
に
は
延
べ
九
ト
ン
の
檜
皮
が

必
要
で
あ
り
境
内
木
だ
け
で
は
採
取
で
き
な

い
の
で
、
先
例
に
倣
い
近
隣
の
森
町
一
宮
に

御
鎮
座
す
る
神
明
宮
、
ま
た
掛
川
市
上
垂
木

に
御
鎮
座
す
る
雨
櫻
神
社
に
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
採
取
い
た
し
ま
す
。

作
業
機
械
等
を
使
用
せ
ず
、
カ
ナ
メ
モ
チ

製
の
「
へ
ら
」
を
使
用
し
根
元
よ
り
皮
を
剥

ぎ
、「
ぶ
り
綱
」
と
呼
ぶ
十
五
ｍ
程
の
ロ
ー
プ

を
使
い
木
に
登
り
、
皮
を
剥
い
で
い
く
根
気

の
い
る
作
業
で
あ
り
ま
す
。
熟
練
の
技
を
必

要
と
し
、
採
取
さ
れ
た
皮
は
、
加
工
職
人
の

手
に
よ
り
一
枚
一
枚
磨
き
上
げ
ら
れ
、
お
屋

根
材
と
し
て
調
製
さ
れ
ま
す
。
本
体
工
事
は

五
月
下
旬
よ
り
着
工
し
、
十
一
月
中
旬
に
竣

工
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

檜皮の採取（境内・滝宮地内）

御本殿前の参拝

初
甲
子
祭
は
毎
年
新
暦
の
寒
明
け
最
初
の

「
き
の
え
ね
」
の
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
本

年
は
二
月
九
日
に
斎
行
さ
れ
家
内
安
全
、
商

売
繁
昌
、
無
病
息
災
な
ど
を
願
い
講
社
の
講

員
を
始
め
、
敬
神
婦
人
会
な
ど
多
く
の
方
々

の
参
拝
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

甲
子
は
大
国
主
命
の
御
縁
日
と
し
て
特
に

御
霊
顕
あ
ら
た
か
な
日
と
さ
れ
「
願
い
事
の

ま
ま
に
叶
う
」
と
古
く
よ
り
言
い
伝
え
ら
れ
、

初
甲
子
祭
の
時
だ
け
「
御
本
殿
廻
り
」
の
神

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
午
前
中
に
数
回
行
わ
れ
、

拝
殿
で
祭
典
に
参
列
後
、
神
職
の
先
導
に
続

き
一
年
の
無
事
を
願
い
御
本
殿
を
ひ
と
廻
り

し
ま
す
。
そ
の
後
、
縁
起
物
の
無
事
杉
の
授

与
や
福
引
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
直
会
に
は
神

社
で
収
穫
し
た
椎
茸
の
炊
き
込
み
ご
飯
や

濁
酒
ど
ぶ
ろ
く

な
ど
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。

初
甲
子
祭
の
斎
行
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鈴木　康之　「朝光に映える」

「
秋
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
ご
報
告

平
成
十
四
年
度
よ
り
開
催
し
ま
し
た
「
秋

の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
三
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
毎
年
、
秋
の
イ
メ
ー
ジ
を
様
々
な
視

点
で
と
ら
え
た
多
数
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も
二
一
五
名
の

皆
様
か
ら
六
〇
二
枚
の
作
品
の
ご
応
募
が
あ

り
、
去
る
二
月
八
日
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
実

行
委
員
会
に
よ
る
最
終
審
査
会
が
開
催
さ

れ
、
満
場
一
致
で
以
下
の
通
り
各
賞
が
決
定

し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

特
別
賞

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

鈴
木
　
康
之

富
田
　
　
皐

渡
辺
　
辰
己

松
浦
　
　
昌

角
田
智
恵
子

相
曽
　
雅
晴

鈴
木
　
宗
武

井
口
　
至
郎

小
林
　
　
勤

牧
野
　
光
伸

本
間
　
純
枝

木
下
　
安
雄

光
飛
田
悦
子

石
川
　
勝
男

（
金
谷
町
）

（
森
　
町
）

（
金
谷
町
）

（
掛
川
市
）

（
舞
阪
町
）

（
浜
松
市
）

（
掛
川
市
）

（
袋
井
市
）

（
浜
松
市
）

（
浜
松
市
）

（
金
谷
町
）

（
浜
北
市
）

（
金
谷
町
）

（
浅
羽
町
）

二
月
二
十
日
に
小
國
神
社
拝
殿
に
お
い

て
受
賞
者
の
正
式
参
拝
が
斎
行
さ
れ
、
引

続
き
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

も
三
月
一
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
の
期

間
、
森
町
文
化
会
館
一
階
の
壁
画
前
に
て

入
賞
作
品
を
含
め
た
五
十
点
の
作
品
を
展

示
し
た
写
真
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
を
記

念
し
て
写
真
集
を
発
刊
す
る
予
定
で
す
。

尚
、
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
各
後
援
・
協
賛
者
の
皆
様
方
に
改

め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

富田　皐　「秋の小國神社」

渡辺　辰己　「錦秋の杜」

松浦　昌　「七五三成長願う」
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師
走
の
大
祓
式
斎
行

十
二
月
三
十
一
日
の
大
晦
日
、
午
後
三
時

よ
り
師
走
（
年
越
）
の
大
祓
式
を
斎
行
致
し

ま
し
た
。

大
祓
と
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
心
身
に
つ
い
た
罪
や
け
が

れ
・
不
浄
な
も
の
を
身
代
り
と
な
る
人ひ

と

形が
た

に

移
し
、
清
ら
か
な
姿
に
立
ち
返
る
事
を
願
い
、

川
に
流
し
て
祓
い
清
め
る
神
事
の
こ
と
で
す
。

当
日
は
多
勢
の
方
が
ご
参
列
さ
れ
、
更
に

本
年
は
昨
年
を
上
ま
わ
る
お
申
し
込
み
を
い

た
だ
き
、
生
憎
の
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が

滞
る
こ
と
な
く
執
り
行
い
ま
し
た
。

こ
の
神
事
は
、
十
二
月
と
六
月
の
晦
日
、

年
に
二
回
行
っ
て
お
り
、
当
日
ご
参
列
い
た

だ
け
れ
ば
ご
一
緒
に
お
祓
い
を
致
し
ま
す
。

尚
、
大
祓
の
人ひ

と

形が
た

は
一
ヶ
月
前
よ
り
、
ご

祈
祷
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
ま
た

は
社
頭
に
て
お
頒
け
致
し
て
お
り
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
当
社
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。師走の大祓式（12月31日）

大
杉
は
樹
齢
一
〇
〇
〇
年
以
上
の
御
神
木

で
、
昭
和
四
十
七
年
の
台
風
に
よ
り
倒
れ
る

ま
で
御
本
殿
の
北
側
に
あ
り
ま
し
た
。
か
つ

て
は
、
境
内
の
中
で
も
唯
一
の
老
杉
と
し
て

慶
長
五
年
の
「
小
國
神
社
境
内
絵
地
図
」
に

記
さ
れ
、
そ
の
根
元
に
は
末
社
の
白
山
社
が

お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
大
杉

の
根
元
の
部
分
が
参
拝
者
休
憩
所
の
南
側
に

奉
安
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
杉
は
「
願
掛
杉
」・「
福
寿
杉
」
と
称
さ

れ
、
い
ま
な
お
木
霊
が
宿
る
御
神
木
と
し
て

多
く
の
参
拝
者
が
お
参
り
さ
れ
ま
す
。
初
夏

に
は
大
杉
の
雨
覆
い
の
屋
根
に
白
・
ピ
ン
ク

の
石せ
っ

斛こ
く

（
長
生
蘭
）
が
可
憐
に
咲
き
、
風
物

詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

―
大
杉
―

大　杉

一

日

六

日

十
七
日

十
七
日

十
八
日

二
十
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

真
田
城
趾
慰
霊
祭

鉾
執
社
例
祭

月
次
祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
半
）

（
午
後
一
時
半
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

一

日

二
・
三
日

六

日

八

日

八

日

九

日

十

日

十
四
日

十
四
日

十
六
日

十
六
日

十
六
日

十
七
日

十
七
日

十
七
日

十
八
日

月
次
祭

さ
く
ら
祭

本
宮
山
月
次
祭

杉
　
祭

全
國
一
宮
等
合
殿
社
例
祭

勧
学
祭

甲
子
祭

垢
籬
祭

舞
　
揃

献
詠
祭

氏
子
入
り
奉
告
祭

十
二
段
舞
楽
奉
奏

前
日
祭

十
二
段
舞
楽
奉
奏

神
幸
祭

御
鎮
座
一
四
五
〇
年
記
念
例
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
半
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
前
十
時
）

一

日

五

日

六

日

十
八
日

月
次
祭

こ
ど
も
祭

本
宮
山
青
葉
祭

月
次
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
九
時
）

一

日

一

日

四

日

五

日

六

日

九

日

十
八
日

二
十
一

日

三
十
日

月
次
祭

花
菖
蒲
園
開
園
奉
告
祭

花
菖
蒲
観
賞
祭

花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

本
宮
山
月
次
祭

甲
子
祭

月
次
祭

御
田
植
祭

夏
越
の
大
祓
式

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
半
）

（
午
前
十
時
半
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
後
三
時
）

しゃくなげ
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四
月
十
七
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り

神
幸
祭
（
お
わ
た
り
）
を
斎
行
し
、
勅

使
行
列
・
稚
児
行
列
を
執
り
行
い
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
も
行
列
に
参

加
さ
れ
る
稚
児
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
当
社
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

電
　
話
　
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二

振
興
会
　
稚
児
行
列
係

募
集
要
項

一
、
対
象
者

小
学
校
三
年
生
位
ま
で
の
男
女

一
、
参
加
費

五
、
〇
〇
〇
円

一
、
募
集
人
員

先
着
二
十
名

一
、
申
込
締
切

四
月
八
日

平
成
十
七
年
一
月
二
十
一
日
（
金
）
午
前

九
時
、
敬
神
婦
人
会
の
小
池
ま
さ
子
会
長
を

は
じ
め
役
員
の
皆
様
方
に
よ
り
、
節
分
祭
に

て
使
う
福
豆
の
袋
入
れ
奉
仕
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
五
〇
キ
ロ
の
豆
は
毎
年
の
手

慣
れ
た
作
業
に
よ
り
、
昼
過
ぎ
に
は
袋
入
れ

が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

敬
神
婦
人
会
の
福
豆
袋
入
れ
奉
仕

梅
の
開
花

立
春
を
過
ぎ
ま
す
と
境
内
に
は
一
段
と
梅

の
香
り
が
し
ま
す
。
大
宝
殿
の
周
辺
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
場
内
で
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
が
、
宮
ノ
谷
池
の
斜
面
の
梅
は
自
然
の
中

に
あ
る
風
情
が
あ
り
一
味
ち
が
っ
た
観
賞
が

楽
し
め
ま
す
。

敬神婦人会・福豆袋入れ奉仕

宮ノ谷池の梅園

高
曽
根
　
侑

曽
根
　
詩
和

横
道
　
春
奈

秋
山
奈
々
帆

山
下
　
朔
也

中
村
　
匠
寿

稲
谷
　
潤
春

森
下
陽
乃
莉

今
井
　
一
貴

村
松
　
勇
吹

大
須
賀
海
翔

鈴
木
　
佑
奈

大
下
　
蓮
斗

柴
田
　
桂
汰

山
　
　
真
那

杉
村
　
　
優

鈴
木
亜
理
沙

山
城
　
達
哉

浅
羽
町

袋
井
市

袋
井
市

袋
井
市

掛
川
市

袋
井
市

磐
田
市

浜
岡
町

豊
岡
村

森

町

浅
羽
町

森

町

菊
川
町

掛
川
市

浜
松
市

掛
川
市

森

町

掛
川
市

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名

を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日

〜
平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日

高
田
　
琉
希

大
石
　
伊
吹

太
田
　
京
花

神
山
　
至
温

望
月
　
未
尋

安
間
　
海
斗

山
本
　
翔
太

鈴
木
　
涼
平

渡
邊
　
湊
太

丸
尾
　
　
渉

鈴
木
　
琴
音

須
田
壮
一
郎

袋
井
市

浜
岡
町

袋
井
市

菊
川
町

大
東
町

浅
羽
町

掛
川
市

春
野
町

森

町

袋
井
市

袋
井
市

掛
川
市

平成16年4月のお稚児さん

恒
例
祭
典
及
び
祈
祷
祭
、
ま
た
、
神
前
結

婚
式
に
お
き
ま
し
て
、
巫み

女こ

に
よ
り
祭さ

い

祀し

舞ま
い

を
奉
奏
い
た
し
ま
す
。
主
に
は
豊と

よ

栄さ
か
の

舞ま
い

を
奉

奏
し
、
毎
月
十
八
日
に
斎
行
の
月
次
祭
で
は
、

浦う
ら

安や
す
の

舞ま
い

を
奉
奏
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
祭
祀
舞
は
、
当
社
で
は
代
々
巫

女
か
ら
巫
女
へ
伝
え
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
歳
月
と
と
も
に
個
々
の
癖
な
ど
も
現
れ
、

正
確
さ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
基
本
か
ら
お
さ
ら
い
す
る
た
め
、

昨
年
十
二
月
二
日
と
三
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
り

靜
岡
縣
護
國
神
社
の
職
員
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
静
岡
県
神
社
庁
祭
祀
舞
講
師
の
稲
葉
悦

子
様
に
ご
足
労
を
願
い
、
丁
寧
に
ご
教
授
い

た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
二
　
宮
司
様
を
始
め

稲
葉
講
師
先
生
、
ま
た
靜
岡
縣
護
國
神
社
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

豊栄舞の研修

祭
祀
舞
研
修
会
の
実
施
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〈
キ
ク
科
フ
キ
属
　
多
年
草
〉

葉
柄
は
煮
物
や
塩
漬

花
茎
（
フ
キ
ノ
ト
ウ
）

は
焼
い
た
り
フ
キ
味
噌
等
に
し
て
早
春
の
味
と

し
て
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す

特
有
の
ほ
ろ
苦
さ

に
は
消
化
・
食
欲
促
進
作
用
が
あ
り

セ
キ
止

め
や
タ
ン
切
り
等
に
も
薬
効
が
あ
る
と
い
わ
れ

ま
す

公
正
な
裁
き
と
い
う
花
言
葉
が
あ
て
ら

れ
て
い
ま
す

平
成
十
七
年
三
月
一
日

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
十
三
号

題
字
揮
毫

神
社
本
廳
前
総
長
　
工
藤
　
伊
豆

発
　
行
　
小
國
神
社
社
務
所

郵
便
番
号

四
三
七

〇
二
二
六

住
　
所
　
静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六

一

電
話
番
号

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七

印
　
刷
　
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ

ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ

宮
川
の
新
緑

編
　
　
集
　
　
後
　
　
記

表
紙
写
真
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
二
月
九
日
（
水
）
午
前
十
一
時

初
甲
子
祭
の
特

別
神
事
で
あ
る
「
御
本
殿
廻
り
」
を
さ
れ
る
甲
子
講
員
の
皆
様
を

撮
影
い
た
し
ま
し
た

毎
年
一
日
し
か
で
き
な
い
神
事
に
多
く
の

方
が
お
参
り
に
な
ら
れ
ま
し
た

○
「
玉
垂
」
第
十
三
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す

今
号
に
は
崇
敬

奉
賛
会
長
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
鈴
木
覺
様
よ
り
玉
稿
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た

今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す

○
秋
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も
三
回
目
を
迎
え

次
回
の
準
備
へ
と

入
り
ま
し
た

応
募
数
が
多
く

な
か
な
か
入
選
す
る
の
に
難

し
く
な

て
き
て
お
り
ま
す
が

是
非
と
も
今
年
も
多
数
の
作

品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

「
小
國
の
杜
・
点
描
」

〈
バ
ラ
科
ボ
ケ
属
　
落
葉
低
木
〉

三

四
月
に
紅
や
白
・
し
ぼ
り
等
の
花
を
つ

け

多
く
の
園
芸
品
種
が
あ
り
ま
す

夏
過
ぎ

に
楕
円
形
の
果
実
を
つ
け

室
内
に
置
い
て
香

気
を
楽
し
ん
だ
り

砂
糖
煮
や
果
実
酒
に
す
る

と
疲
労
回
復
に
効
果
が
有
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す

和
名
は
中
国
の
木も

瓜か

の
字
音
が
転
じ
た
も

の
で

春
の
暖
か
さ
を
伝
え
る
花
な
の
で
報
春

花
の
別
称
も
あ
り
ま
す

木
瓜
（
ぼ
け
）

沈
丁
花
（
じ
ん
ち

う
げ
）

次郎坊延胡索（じろうぼうえんごさく）

蕗（ふき） 木瓜（ぼけ）

蕗
（
ふ
き
）

次
郎
坊
延
胡
索
（
じ
ろ
う
ぼ
う
え
ん
ご
さ
く
）

〈
ケ
シ
科
キ
ケ
マ
ン
属
　
多
年
草
〉

茎
は
繊
細
で
高
さ
二
〇
㎝

ス
ミ
レ
を
太
郎

坊

本
種
を
次
郎
坊
と
呼
ぶ
方
言
か
ら
の
名
で

エ
ン
ゴ
サ
ク
と
は
こ
の
種
の
総
称
で
あ
る
漢
名

に
よ
り
ま
す

子
供
が
こ
れ
ら
の
花
を
か
ら
ま

せ
て
引

ぱ
り
遊
ん
だ
こ
と
か
ら
ス
モ
ト
リ
グ

サ
と
の
名
も
あ
り
ま
す

当
社
で
は
宝
蔵
南
側

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

沈丁花（じんちょうげ）

〈
ジ
ン
チ

ウ
ゲ
科
ジ
ン
チ

ウ
ゲ
属
　
常
緑
低
木
〉

花
の
芳
香
を
沈じ

ん

香こ
う

と
丁

ち

う

字じ

の
香
り
に
た
と
え

た
名
で

端
香
・
千
里
香
と
も
称
え
ら
れ
ま
す

室
町
時
代
に
そ
の
根
を
薬
用
に
す
る
た
め
に
渡

来
し

鑑
賞
用
と
し
て
も
広
く
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

甘
い
生
活
・
栄
光
・
不
滅

と
い
う
花
言
葉
が
あ
り

梅
や
水
仙
と
と
も
に

新
春
の
香
り
高
い
花
の
一
つ
で
す

宮川の新緑

四
月
の
中
旬
頃
に
な
り
ま
す
と
宮
川
沿
の
紅

葉
の
新
芽
が
一
斉
に
芽
吹
き
ま
す

や
わ
ら
か

い
葉
が
春
風
に
よ
り
揺
れ
る
様
は

清
々
し
い

感
が
あ
り
ま
す


